
コミュニティー・シェッドによる孤独・孤立の一次予防

東北大学(伊藤 文人)

1990年代にオーストラリアで生まれた高齢者の居場所「メンズ・シェッド」を参考に、「コミュニティー・シェッド」を日本に立ち上げ、高齢者の孤独・孤立の一次予防を

目的とする取組である。2022年にJST-RISTEX「社会的孤立枠」に採択され、熊本県水上村と札幌市にコミュニティー・シェッド「寄郎屋」「ポッケコタン」を設立した。

作業療法士・心理学者・脳科学者らが中心となり、介入効果の科学的検証を進めるなかで、札幌の取組は内閣府のモデル事業に選定され、プロジェクトから誕生した

「日本コミュニティー・シェッド協会」は内閣府 孤独・孤立対策官民連携プラットフォームの賛助会員となっている。

日本におけるコミュニティー・シェッドの社会実装とシェッドの効果

に係るエビデンスの蓄積を行い、シェッドが日本全国に根付く未来。

退職などの所属集団・社会的つながり減少リスクに対し、シェッドが

ゆるやかなつながりを保つ居場所の一つの選択肢となること。

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

コミュニティー・シェッドは、メンバー主体で組織運営を行い、木工

や農作業など多様な趣味活動を自由に楽しむことができる。しかし、

継続的な運営に際しては活動資金が必要であり、会費に加え、寄付

や助成金を持続的に獲得することが求められる。

ビジョン達成のための課題

① 総合知活用の実践を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例② 総合知人材の育成を行う事例

メンバー主導の運営で専門性とネットワークを活用し、地域や国内

外研究者と交流している。SNSやメディア発信により情報共有し、

質的・量的研究で効果を科学的に検証を行い、多職種連携で孤独・

孤立対策とエビデンス蓄積を一体的に推進している。

「矩」を超えた場づくり / 得られた新たな価値

肩を並べて活動を楽しむ居場所 “Shoulder to Shoulder”



シェッドの効果検証と横展開に向けた協会設立

各シェッドの
ノウハウ共有

コミュニティー・
シェッド

日本コミュニティー・シェッド協会
内閣府孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム賛助会員

シェッド立ち上げ・運営支援
シェッド手引書の作製・無料配布
シェッド運営ノウハウを共有



シェッドの効果検証と横展開に向けた協会設立

伊藤文人研究室HP 日本コミュニティー・シェッド協会HP プロジェクト紹介HP



新年会

竹炭づくり チェーンソーで看板づくり

山本室長（当時）

内閣官房 孤独・孤立対策担当室（当時）
山本室長らによる取材（2024年2月1日）

熊本県水上村「寄郎屋（よろうや）」



北海道札幌市「ポッケコタン」
シェッド研究の父Barry Golding栄誉教授

と肩を並べて（2024年11月2日）
様々な活動

テレビ・新聞等各種メディアでの報道活動理念
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